
魚津市総合公園の現状と課題について 

魚津市 
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魚津総合公園は魚津市の西南端を流れる早月川の河口に位置しており、ミラージュ
ランド及び魚津水族館が立地しています 

魚津市 

富山市 

滑川市 
黒部市 

魚津総合公園 

魚津総合公園 

概要 水族館のオープンと合わせ、昭和56年4月 供用開始 

施設面積： 11.6ha 

ミラージュプール、バーベキュー場、テニスコート、パークゴル
フ場、芝生広場、ピクニック広場、ちびっこ広場、多目的舗装広
場、レストハウス、無料休憩所、ミラージュプール 

運営 指定管理者：一般財団法人魚津市施設管理公社（平成28年 

         ～33年度） 
指定管理料：50,000千円 

レストハウス：管理許可により民間事業者が運営 

ミラージュランド 

施設概要 観覧車やミラメイズ（迷路）等１２種類のアトラクション、平成29

年3月より、乗馬体験のできるふれあい牧場が開業している。 

運営 占用許可、アトラクション所有：一般財団法人魚津市施設管理
公社（ただし、ふれあい牧場については、別途使用許可を与え
て別事業者が実施している） 

利用者数 平成28年度 遊具利用延人数 264,795人 

遊具利用料 68,486,870円（平成28年度） 

魚津水族博物館 

概要 初代が大正2年に創立された日本最古の水族博物館。 

現在の建物の竣工は昭和56年。 

施設は平成25年に一部リニューアルされている。 

運営 直営（一部一般財団法人魚津市施設管理公社が業務委託を
受託） 

利用者数 入館者数 152,152人（平成27年度）、148,613人（平成28年
度） 
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ミラージュランドは、日本海側最大級の観覧車を持つ、多目的なレジャーに利用でき
る公園です。 

出所：ミラージュランドホームページより作成 

平成26年3月立体迷路 
ミラメイズ設置 

平成28年3月 体験施設 
ウォーターシュータ設置 

平成29年3月 乗馬体験 

ふれあいフロンティアオープン 



5 

魚津水族館は、富山県で唯一の水生生物を常設展示している博物館です。 

出所：魚津水族館ホームページ、市観光協会ホームページより作成 

ピーク時（平成3年度） 現在（平成28年度） 

28.4万人 14.7万人 

入館者数 

約半減 

施設規模（昭和56年） 
・建物総面積4,034㎡ 
 鉄筋3階屋塔2階建て 

平成25年リニューアル 
・ジャングルコーナー 

平成25年リニューアル 
・富山湾大水槽の 
 バックヤードコーナ設置 
 【魚を水面から見学】 
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出所：市観光協会ホームページより作成 

ミラージュランドでは、指定管理者によるにぎわい創出事業として、夏の夜間営業や
ハロウィンに関連したイベント等を実施しています。過去には、クリスマスナイトとして、
夜間イルミネーションイベントも実施しています。 
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有料施設関連利用者数（5ヵ年平均） 

単位：千人 

利用料金等収入（5ヵ年平均） 

単位：百万円 

合計 延べ約14.5万人 合計 約107百万円 

※ アトラクション利用者数は利用料金の総額を客単価750円で除して得た数字 

出所：魚津市「施設シート（平成28年度実績）」、魚津市施設管理公社「事業報告」より作成。 

※ ふれあい動物園は、施設管理公社の自主事業として実施。実施期間である平成24年度
から平成27年度までの4ヵ年の平均を利用。 

※ その他収入の内訳は、バーベキュー場、ミラージュハウス、行為許可関連の使用料等が
含まれる 

魚津総合公園では、年間延べ約14.5万人の有料施設関連の利用者があり、利用料
金等として約1億円強の収入があります。利用者数及び利用料金等ともに、アトラク
ションの割合が7-8割を占めています。 

出所：魚津市「施設シート（平成28年度実績）」, 「事務事業評価表」、魚津市施設管理公
社「事業報告」より作成 
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年間利用者数（延べ人数） 

単位：千人 

水族館事業の収入状況 

単位：百万円 

5ヵ年平均 約15.4万人 5ヵ年平均 約91.1百万円（利用料金等） 

魚津水族館では、年間約15万人の利用者があり、利用料金等として約9千万円の収
入があります。 

※ その他の内訳は、オリジナルグッズ売上、自動販売機電気料金等が含まれる 
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魚津総合公園については、将来の水族館のあり方を踏まえつつ、以下の課題に向け
た取組を協議検討する必要があります。 

≪魚津総合公園≫ 
• 魚津水族館とのさらなる連携を図りながら、ミラー
ジュランドの利用者数の増加に努める 

 
≪魚津水族博物館≫ 
• 改修・改築、新築移転の検討を早急に進める 

魚津総合公園の位置付け 

• 魚津水族館とミラージュランドの一体性が乏しい（ハード・ソフト両面） 

• 魚津水族館を含む各種施設の老朽化への対応 

• 利用人数の伸び悩み 

• 公園来訪者に対する飲食等のファシリテーションの充実 

• 季節に左右される運営（例：ミラージュランドの冬季（12月～3月）における休
園、夏季屋外プールにおける天候不順の影響等） 

検討にあたっての課題 

魚津市公共施設再編方針での記載内容 

• 魚津総合公園は、魚津水族博物館及びミラージュ

ランドなどを備え持つ施設であり、富山県内のみな

らず近県からも来場者を迎える本市の観光・交流

において極めて大きな役割を担う施設である 


